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理工学研究科在籍日本人学生の留学生に対する意識

一 全学アンケー ト調査をもとに一一

袴 田 麻 里

【要 旨】
理工学研究科在籍日本人学生を対象に留学生に対して持つている意識をアンケート調査し

たところ、以下の点が明らかになつた。今後は、啓発活動の不足、広報活動の不備・不足

を改善していきたい。

1)2/3の 回答者は留学生と友達になりたいという希望を持つている。
2)スポーツやパーティーなどで交流したいという希望がある。
3)留学生は入学時に日本語不間であつても、ある程度の日本語力が必要である。
4)チューター制度の認知度は非常に低い。
5)他研究科の日本人学生に比べ、留学生の生活や勉学に対して「留学生だから」と
いう特別な評価をしていない6

6)留学生との間のトラブルにどう対応するのかなど、働きかけていく必要がある。

【キーワード】 理工学研究科、海外留学、留学生、広報活動、情報提供

1.は じめに
留学生センターでは、発足から4年が経過したことを受けて、2002年 12月初日から2003

年 1月末日にかけて静岡大学の国際化へ向けてアンケート調査を行つた。対象は、全学教

職員、全学留学生、全学研究科所属日本人学生、各学部所属日本人学生 (5%)である。
この調査は、静岡大学の留学生受入れと派遣について改めて現状を把握し、静岡大学の国

際化推進の資料を得ることを目的としている。

調査を実施した 2002年後期に、静岡大学には241名 の留学生が在籍していた。このうち、

学部留学生は63名、大学院留学生は107名、研究科進学を希望する研究生や科目等履修生

などは 71名であった。本稿では、このアンケート調査結果から、特に理工学研究科在籍日

本人学生 (以下、日本人学生)の留学生に対する意識について報告する。その他の対象者
に関しては、『静岡大学国際化に向けてのアンケート調査報告書』(2004)を参照願いたい。

理工学研究科は、日本人学生の在籍数も6研究科中最も多いことに加え、常に30名以上
の留学生が在籍している。学部留学生と異なり、研究留学生は入学前の研究生の期間から

研究室の所属となり、その研究室の日本人学生とともに勉学、研究を行うことが多い。そ

のため、研究室で共に過ごす日本人学生の留学生に対する意識は、静岡大学へ留学生を受

け入れる態勢を検討する上で、有益な情報だと思われる。

2.調査の概要
調査票は、2002年 11月末日付で留学生センター長名で理工学研究科各研究室へ送付し、
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調査を依頼した。配布数は 850部、回答者数は 194名、回収率は 23%だ つた。回答者の属
性は表 1に示した。

表 1:回答者の属性

3.調査結果
3-1口 留学生と友達になることについて
留学生と友達になりたいという回答は、留学生との接触の有無にかかわりなく多いが、

接触があるほうがより多い (表 2)。 その理由 (表 3)をみると、「異文化理解、いろいろ
な考えを知る」が最も多い。「視野が広くなる、勉強になる」「人間関係拡大」なども多く、

留学生という「異文化」と接することで人間的に幅を広げたいという希望を持つているこ

とが分かる。「英語、外国語の勉強」も多いが、うち 8名は英語に限定しており、留学生=
英語のイメージがあることをうかがわせる。

表2:留学生と友達になる希望と接触経験の有無

友達になりたくない 友達になりたい 無回答 合計

接触なし 13 65 0 78

接触あり 16 92 4 112

無 回 答 3 0 4

合計 32 157 5 194

表 3:友達になりたい理由となりたくない理由 (複数記述)

友達になりたい理由 回答者数

異文化理解、いろいろな考えを知る 67

英語、外国語の勉強 20

視野が広くなる、勉強になる 13

人間関係拡大 13

留学生だからというわけではない 9

好奇心、楽しい 8

身近にいる 2

その他 14

20～24才 25～29才 30-342「 35～40才 41才以上 無回答 合計

男  性 137 33 5 179

女 性 10 2 2 0 0 0 13

無回答 0 0 0 0

合計 148 35 3 5 2 194

友達になりたくない理由 回答者数

留学生だからはおかしい 8

コミュニケーション困難 4

機会がない 4

興味なし 4

経験から 2

その他 4
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友達になりたくない理由として挙げられた「コミュニケーション困難」「機会がない」は、

語学力の向上や交流機会を提供することで「友達になりたい」へ転向する可能性があるも

のである。一方、「興味がない」「経験から」は大学として介入できる範囲が限られている。

また、友達になりたい、なりたくないの両方に挙げられている「留学生だからではない」

という回答は注目すべきである。同じ静大生として付き合うのなら、留学生という肩書き

は必要ないという意識があるようである。

3-2。 留学生とのコミュニケーション言語について
表 4に留学生との間で使用する言語をまとめた。留学生と接触がある回答者112名 中、「日

本語だけ」が 72名 (64%)、 「日本語と英語」が 29名 (26%)を占めており、日本語使用
の割合が非常に高いことが分かる。また、英語以外の外国語はほとんど使用されていない。

表4:留学生との間で使用する言語

日本語だけ 日本語と英語 英語だけ 日本語、英語、その他の言語 合計

72 29 10 112

日本語だけを使用する理由 (表 5)をみると、最も多いのは「留学生は日本語ができる」
であるが、全体の21%にすぎない。日本人学生の英語力不足から「日本語以外にない」は
10%であるが、この中には「留学生は日本語ができる」ため、運よく日本語でコミュニケー

ションできている学生もいると予想される。また、留学生の日本語力不足から「英語以外

にない」という消極的な理由も「英語だけ」の 10%であり、「相手に合わせる」ことができ
るのは9%であった。研究科在籍留学生の日本語レベルはさまざまであることが予想され、
「英語と日本語」「英語だけ」でのコミュニケーションも必要となるのであろう。
上方で、このような環境は、上記のような双方の語学力不足を改善する機会でもある。「日

本語の勉強」「言葉の勉強を兼ねる」は 12%で、「日本語の勉強」のうち4件は、留学生から
の要望で日本語を使用しているとあった。日本人学生が自身の語学力向上のために日本語

以外の言語を使用するという回答は 1件だけだった。

表5:その言語を使用する理由 (複数記述)

日本語だけ 回答者数

留学生は日本語ができる 24

日本語以外にない 17

日本語の勉強 10

日本だから 4

その他 1

英語だけ 回答者数

英語以外にない 4

一般的 2

なんとなく

日本語と英語 回答者数

主に日本語、相手・場合によって英語 9

相手に合わせる 9

言葉の勉強を兼ねる 3

他の言語は使えない 2

その他 2

日本語、英語、その他の言語 回答者数

相手に合わせる

相手の言葉もおもしろい
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図 1:理工学研究科生の英語力評価平均点
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□理工学研究科生 圏理学部教官 囃工学部教官

図 1は、日本人学生自身と理工学研究科教官による日本人学生の英語力評価 (平均点/
100点 )である。学生自身も教官も英語能力が高くないと考えていることが分かる。理系の

研究科の場合、留学生は日本語不間とされる場合がある。しかし、日本人学生の英語力を

考えると、日本人学生の英語力向上と同時に、現状では留学生はある程度の日本語力が必

要とされていると言えるだろう。

3-3ロ チューター制度について

静岡大学では、来日1年未満の留学生の勉学・生活を支援するためチューター制度を設

けており、原則的に大学院生が担当することになつている。しかしながら、チューター制

度の認知度は非常に低い (表 6)。 特に理工学研究科において認知度が低いのではなく、全

学的にみても制度自体を「知らない」とする回答者が多かった。また、経験者はすべて指

導教官からの指名でチューターとなつたと回答している。

表6:チューター制度を知つているか

制度を知らない 既知、興味なし やつてみたい 経験ある 無回答 合計

理工学研究科 126 39 16 12 194

大学院生合計 243 72 35 27 75 452
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チューター制度に対する意見はさまざまだった (表 7、 表 8)が、経験者、未経験者を
問わず、広報の不足、募集方法の問題が指摘されており、「指導教官に指名されて初めて制

度を知つた」「今日まで知らなかつた」という記述が目立った。提示された問題点や提言を

参考に、広報のあり方、募集方法を検討する必要があると思われる。

表7:チューター制度について問題点・疑間点と提言

問題点・疑間点

<経験者>
・出勤簿の配布が遅くかつ回収が早い。12月 に回収されても実際はテスト前の 1、 2月 に質問
を受ける。

・ どこまで何をしてあげれば良いのか分からない時がある。
<未経験者>
・確かお金をもらえると思うがそれはおかしい。

・チューターが上手く働いているか疑間である。
・チューターの能力に個人差が大きい。

・ 制度を知らない人が多くやりたい人がやっているわけではない。

提言

<経験者>
・もっと広く呼びかければ自分からやりたいという人がいるのではないか。
・もつとこの制度について説明し積極的にチューターを引き受けてくれる学生が増えると良い。
・留学生とチューターの一対一の関係だけではなく横のつながりも必要だと思う。
・チューターは個人の能力によつて差が出来ると思う。専門分野でのアドバイスはできるが個
人的な生活について相談する事は難しいと思うことは多い。どのような立場でどういう風に
アドバイスを行つたらよいか一般的な事で良いのでチューターを指導する講習があるとより
質の高い仕事が出来ると思う。チューターの立場をより明確にした方が良い。
<未経験者>
・ どの程度にアドバイスが必要かは留学生によつて異なつてくると思うので期間等に段階を設
けるのも一つの方法。
・ もっとしっかりした制度であるべき。
・チューターを教育する必要がある。
・ 日本語学もいいが基本生活やマナーについても教育すべき。
・チューターの採用には何らかの試験が必要だと思う。
・一人だけでなく二、二人でやれるようにすればよい。

表 8:チ ューター未経験者からのその他の意見

制度を知らなかった学生 制度既知、興味ない学生 制度未知、やつてみたい学生

広報、募集について 6 2 0

興味あり 4

よい制度 3 0

提言 3 2

問題点・疑問点 0 3

その他 0

-67-



静岡大学留学センター紀要 第3号

3-4.留 学生について

図 2:留学生に対 して (%)
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図2は理工学研究科の日本人学生が留学生に対して持つている考えや気持ちをまとめた

ものである。大学院生合計と比較するために、百分率に換算してグラフ化した。これを見

ると、大学院生全体に比べ、理工学研究科の日本人学生は、留学生の生活や勉学に対して

特別な評価をしていないようである。留学生は日本人学生と「同じ評価」が大学院生全体

よりも割合が高いことからも同様の推察ができる。

また、理工学研究科は留学生の言動に「戸惑う」とした回答者の割合が、大学院生全体

よりもわずかに高い。そこで、留学生との間でのトラブルや違和感 (表 9)を見てみると、
「言葉の問題」も挙がつているが、「勉学・研究態度」と「文化・環境による」も同程度の

件数である。大学生であることを考えると、「勉学・研究態度」で 6件挙げられていること

にのほうが問題かもしれない。具体的には「主体的に研究を進められない」「ゼミや報告会

できちんとしてこない」など大学院生として当然の事柄である。「その他」に「選考基準に

疑間を感じる」とあったが、まさにその通りである。
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同時に生活面でも不快感を感じている回答者がいるが、文化や生育環境の違いによるも

のとして理解しようと努力している様子がうかがえる。「その他」に「自分の周りの人は留

学生に失礼のないよう嫌われないように接していて不思議だつた。私は別に冷たくしよう

とは思わないが日本人全体の考え方として外国人に優しすぎると思う」という意見があつ

た。どのような状況で トラブルが起きたのか、また、 トラブルをマイナス面だけでとらえ
ず、どう対応するのかに目を向け、関係改善のきっかけとするプラス方向へ働きかけてい

く必要があると思われる。

表9:留学生との間でのトラブル、違和感

3-5口 留学生との交流を深めるために
理工学研究科に限らず、留学生との交流の機会はそれほど多くないのが現状である。普

段の大学生活では、表 10の ようなきつかけで留学生と接触をしている。研究室所属の大学

院生は、当然のことながら「研究室」と「講義・授業・実験」が多い。

しかし、これでは多くの学生が友達になりたい理由として挙げた「異文化理解」になる

とは思われない。そこで、留学生としてみたいことを質問してみた (表 11)。 「スポーツ」

と相手の「母国文化習慣を聞く」が多い。「スポーッ」は仲間として楽しむことができ、英

語や日本語という媒介なしでも楽しめるためであろう。また、会話も構えたものより「パー

ティー」や「普通に」という意見が多いことが分かる。

表11:留学生としてみたいこと (複数回答)

件数

イベント 6

共通の趣味 2

語学学習 3

日本国内旅行 5

スポーツ 23

件数

討論会 3

日常の話 10

英会話 2

)\-7 4 - 18

料理 3

件数

研究 5

母国を訪ねる 9

母国文化習慣を聞く 20

普通に

その他 2

言葉の問題 勉学 `研究態度 文化 0環境による 食生活 コンピューター その他

7 6 6 3 3 6

表10:留学生との会話、遊びのきつかけ (複数回答)

研究室 サークル・部活 0ク ラブ アパート・寮 アルバイト 講義 0授業・実験 その他

74 9 8 37
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4.ま とめ
以上、理工学研究科の日本人学生の留学生に対する意識について述べた。二研究科では

あるが、理系大学院生の考え方をある程度示していると言える。まとめると、以下のよう

になる。

2/3の回答者は留学生と友達になりたいという希望を持つている。特に、留学
生という「異文化」と接することで人間的に幅が広がることを期待している。

現在は「研究室」と「講義・授業・実験」が留学生と接触する主な機会であるが、

スポーツやパーティーなどで交流したいという希望を持つている。

留学生とのコミュニケーションは、 6割が日本語のみ、26%が日本語と英語であ
る。日本人学生の英語能力が低いため、留学生は日本語不間であつても、ある程

度の日本語力が必要とされていると言える。

チューター制度の認知度は非常に低い。広報のあり方、募集方法を検討する必要

がある。

理工学研究科の日本人学生は、留学生の生活や勉学に対して特別な評価をしてい

ない。同じ静大生として付き合うのなら、留学生という肩書きは必要ないという

意識があると思われる。

理工学研究科は留学生の言動に「戸惑う」とした回答者の割合が、大学院生全体

よりもわずかに高い。 トラブル時にどう対応するのかなど、働きかけていく必要
があると思われる。

今回の調査から、理工学研究科の日本人学生が留学生に対して持つている意識を明らか

にすることができた。特にトラブルや違和感をマイナスの事柄ととらえずに、異文化理解

のきっかけととらえる指導、啓発活動が必要だと思われる。当然、日本人学生だけでなく、

留学生にも同様に働きかけていかなければならない。また、広報活動の不備、不足が明ら

かになつた。これは理工学研究科に限つたことではない。今後、留学生センターとして、

啓発活動、広報活動の改善・充実を図つていきたい。

1)

2)

3)

4)

5)

6)
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